
　

す
べ
て
の
議
案
は
滞
り
な
く
審
議

さ
れ
、満
場
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
議
案
審
議
終
了
後
第
6
号

議
案
の
役
員
改
選
に
よ
り
、新
会
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
大
分
県
海
雲
寺
・

村
上
有
紀
師
よ
り
今
後
の
抱
負
と
新

執
行
部
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
、

九
州
管
区
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
の
連
絡

事
項
が
あ
り
、
総
会
の
す
べ
て
の
審

議
を
終
了
し
、
総
会
は
無
事
閉
会
し

ま
し
た
。

S
O

U S E I S  N E W S  S P O

T

加盟団体ニュース・スポット

大会を振り返って

この度、2年間の任期を終え、役員改
選となります。2年間の任期中には

さまざまな勝友諸師方の御協力をいただき、
誠にありがとうございました。これからも
微力ではありますが、九州曹洞宗青年会の
発展のために協力させていただきたいと思
います。
　今後も『九州はひとつ』をスローガンに、
新会長、新執行部の元、九州曹洞宗青年会
を全会員で盛り上げていきましょう。

渕 丈嗣 
九州曹洞宗青年会
第13期会長

今回長崎大会を開催するにあたり、皆
様のご協力に深く感謝申し上げます。

年に1度の総会ではありますが、皆様の活
動の紹介、連絡を通して親睦を深め、今後
の活動、教化にいかしていただけたらと思
います。さらにはお互いの協力、随喜につ
ながっていけることが、大きな意義であり
ます。今回は晧台寺専門僧堂にて、坐禅に
参じ、これまで以上にまとまりを強くして、
よい方向に深まっていくことを願います。

井手 一成
長崎県曹洞宗青年会
会長
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ア
メ
リ
カ
の
禅
の
現
状
報
告
を
交

え
な
が
ら
、
今
後
の
課
題
を
挙
げ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
後
継

者
の
育
成
の
問
題
で
す
。
現
在
私
が

主
管
を
務
め
て
い
る
ア
ラ
ス
カ
禅
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
成
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
は
30
人
程
で
す
。
年
齢
層
は
50

歳
以
上
が
大
半
に
な
っ
て
い
る
た
め

育
成
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
、
出
家
は
し
て
い
る
も

の
の
、
出
家
前
と
同
じ
生
活
を
し
て

い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
日
本
の
禅
の

修
行
と
は
だ
い
ぶ
様
子
が
違
い
ま
す
。

　

次
の
問
題
は
、
日
本
と
違
い
檀
家

制
度
が
な
い
た
め
、
運
営
財
源
を
完

全
に
寄
付
に

頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
と
い

う
こ
と
で

す
。
ロ
ス

や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
等

に
禅
の
寺
院
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
い
く
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
禅
は
衰
退
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
次
の
世
代
の
人
々
が
、

禅
の
修
行
に
触
れ
る
機
会
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
実
に
悲
し
い
こ

と
で
す
。
禅
が「
生
き
方
」で
は
な
く
、

単
な
る「
考
え
方
」に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
最
も
危
惧
し
ま
す
。
そ
う
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
日
本
の
宗
門
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
是
非
、

ア
ラ
ス
カ
に
来
て
、
私
た
ち
の
現
状

を
見
て
く
だ
さ
い
。

大
会
記
念
講
演
（
抄
録
）　

◎
フ
ラ
ン
ズ
幸
雲

＊　
　

＊　
　

＊

今回、古くからの、また新しい勝友の
縁をいただきました。とても有難い

ことだと思います。また、講演のフランズ
幸雲師の話は、私の中では非常に感じるこ
とのできる内容であり、考えさせられるも
のでした。まだ、若輩者であり、僧として
これからの私ではありますが、今回の縁、
講演の話を今後の活動に活かしていくこと
ができるようにがんばっていきたいと思い
ます。最後に総会の開催にあたり皆様のご
苦労に感謝いたします。

長尾 秀文
熊本県曹洞宗青年会

フランズ幸雲師　略歴
1972年アメリカ合衆国モンタナ州ヘレナ生まれ。イー
スタンワシントン大学大学院文芸学部小説学科修士課程
終了。
主に英語教師として日本に計8年在住。熊本県高森町在住
の折に曹洞禅に親しみ、2001年5月に出家得度、瑞応寺専
門僧堂・聖護寺国際禅道場で安居修行。
2006年8月よりアンカレッジ禅コミュニティー主管。アラ
スカ大学の日本語と仏教の講座で教鞭をとる。

僧堂にて 「ホテルにっしょうかん」にて懇親会


